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中
国
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
く
ず
を
は
じ
め
と
す

る
再
生
資
源
輸
入
規
制

で
、
ケ
ニ
ア
で
も
フ
レ
ー

ク
加
工
を
行
う
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
８

社
の
事
業
が
滞
っ
て
お

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ず

に
埋
立
処
分
に
ま
わ
る
も

の
や
路
上
な
ど
に
放
置

さ
れ
る
も
の
が
溢
れ
る
事

態
に
な
っ
て
い
る
。
現
地

飲
料
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に

発
足
し
た
業
界
団
体
の

K
en
ya
P
E
T
R
ecyc

lin
g
C
om
p
an
y

（
Ｐ

Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）

に
対
し
て
昨

年
６
月
に
実

施
し
た
聞
き
取
り
調
査
に

よ
る
と
、
ケ
ニ
ア
国
内
で

発
生
す
る
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
の
う
ち
、
回
収

・
資
源
化
さ
れ
て
い
る
も

の
は
５
％
（
年
間
約
２
５

０
０
㌧
）
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

ト
ベ
商
事
は
主
に
関
東

で
長
年
に
わ
た
り
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
手
掛
け
て
お

り
、
Ｎ
Ｃ
Ｔ
化
学
は
リ
サ

イ
ク
ル
機
器
を
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
に
納
め
て
い

る
。
白
井
エ
コ
セ
ン
タ
ー

は
ケ
ニ
ア
の
廃
棄
物
処
理

や
関
係
者
に
精
通
し
て
い

る
。今

回
の
案
件
化
調
査
の

予
算
は
３
０
０
０
万
円
。

海
外
支
援
事
業
を
手
掛
け

る
ス
リ
ー
ラ
ン
プ
ス
（
東

京
・
新
宿
）
と
ア
フ
リ
カ

の
環
境
対
策
に
詳
し
い
Ｅ

Ｔ
Ａ
社
（
ナ
イ
ロ
ビ
市
）

も
３
社
と
と
も
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
加
わ
り
、
今
年

度
は
現
地
調
査
を
３
回
行

う
と
と
も
に
、
ケ
ニ
ア
国

家
環
境
管
理
庁
の
担
当
者

ら
を
日
本
に
招
い
て
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
な
ど
を
見
学

し
て
も
ら
う
。

１
年
間
の
調
査
後
に
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

案
件
と
し
て
有
望
と
み
な

さ
れ
た
場
合
、
普
及
実
証

調
査
（
予
算
１
億
円
）
に

進
む
。
そ
の
段
階
で
、
比

重
選
別
と
惑
星
式
洗
浄
、

洗
浄
脱
水
、
ペ
レ
タ
イ
ザ

ー
か
ら
な
る
実
証
装
置
を

ケ
ニ
ア
の
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ

ヤ
ッ
タ
農
工
大
学
の
敷
地

内
に
設
置
し
、
現
地
の
業

者
か
ら
調
達
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ

フ
レ
ー
ク
を
使
っ
て
テ
ス

ト
を
行
う
計
画
だ
。

ト
ベ
商
事
の
戸
部
智
史

副
社
長
は
、
「
ま
ず
は
現

地
で
じ
っ
く
り
と
調
べ

る
。
私
ど
も
が
持
っ
て
い

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

環
境
省
は
４
月
２３
日
、

４
月
２９
日
か
ら
５
月
１０
日

に
か
け
て
ス
イ
ス
で
開
催

さ
れ
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
第

１４
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
１４
）
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
提

案
（
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の
附

属
書
改
正
）
が
採
択
さ
れ

た
場
合
の
対
応
方
針
に
つ

い
て
明
か
し
た
。
採
択
後

約
１
年
以
内
を
め
ど
に
バ

ー
ゼ
ル
法
省
令
改
正
や
運

用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
進
め
て
い
く
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
提
案
（
日

本
も
共
同
提
案
国
）
で
は

▽
バ
ー
ゼ
ル
条
約
附
属
書

Ⅱ
に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

追
加
▽
附
属
書
Ⅷ
に
「
附

属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す
程

度
に
附
属
書
Ⅰ
の
成
分
を

含
む
又
は
そ
れ
ら
に
汚
染

さ
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
を
追
加
▽
附
属
書
Ⅸ

に
「
リ
サ
イ
ク
ル
を
妨
げ

る
程
度
に
、
他
の
材
質
と

混
合
さ
れ
て
い
な
い
、
他

の
廃
棄
物
を
含
ま
な
い
、

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
を
追
加

す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１４
で
は
、
附
属

書
改
正
の
是
非
や
規
制
対

象
と
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
定
義
等
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
る
予
定
で
、
採
択
さ

れ
た
場
合
、
規
制
対
象
と

な
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

よ
り
具
体
的
な
定
義
（
汚

染
の
程
度
等
）
に
つ
い
て

バ
ー
ゼ
ル
法
省
令
や
運
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
通
じ
て

示
す
こ
と
と
な
る
。
環
境

省
で
は
改
正
附
属
書
が
発

効
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る

約
１
年
以
内
に
こ
れ
ら
の

準
備
を
整
え
る
方
針
だ
。

環境省

ケ
ニ
ア
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
資
源
化

プ
ラ
の
定
義
等
を
議
論

ト
ベ
商
事
（
本
社
・
東
京
、
戸
部
昇

社
長
、

０
３
・
５
９
０
２
・
３
２
０

２
）
は
こ
の
た
び
、
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ

ビ
地
域
で
の
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

再
資
源
化
に
関
し
て
、

国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
案
件
化
調
査
の

採
択
を
受
け
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
破

砕
片
（
フ
レ
ー
ク
）
を
洗
浄
し
て
高
純

度
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
す
る
こ
と
で
販
路

を
広
げ
る
計
画
。
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル

機
器
商
社
の
Ｎ
Ｃ
Ｔ
化
学
（
東
京
・
千

代
田
、
正
山
堯
社
長
）
が
技
術
面
で
の

共
同
提
案
者
と
な
り
、
ケ
ニ
ア
で
５
年

前
か
ら
医
療
廃
棄
物
処
理
の
事
業
化
を

進
め
て
い
る
白
井
エ
コ
セ
ン
タ
ー
（
ク

リ
ー
ン
テ
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
ア
フ
リ
カ

（
ナ
イ
ロ
ビ
市
、
滝
口
千
明
社
長
））が

主
任
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
務
め
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
案
件
化
調
査
に
採
択

バ
ー
ゼ
ル
条
約
附
属
書
改
正
へ
対
応

再
生
ペ
レ
ッ
ト
加
工
を
計
画

中
国
の
固
形
廃
棄
物
輸

入
規
制
は
、
確
実
に
効
果

を
見
せ
て
い
る
。
４
月
初

旬
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
輸

入
許
可
（
ラ
イ
セ
ン
ス
）

は
古
紙
の
み
で
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
雑
品
ス
ク
ラ

ッ
プ
は
ゼ
ロ
の
ま
ま
。
同

国
中
央
政
府
は
、
環
境
規

制
の
緩
和
は
あ
り
得
な
い

と
し
て
関
連
法
制
の
強
化

を
進
め
て
お
り
、
資
源
循

環
の
中
国
ル
ー
ト
の
復
活

は
見
込
め
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

先
述
の
通
り
、
２
０
１

９
年
分
の
ラ
イ
セ
ン
ス
発

行
状
況
を
見
る
と
、
古
紙

類
（
品
目
コ
ー
ド
４
７
０

７
類
）
の
み
で
、
▽
第
１

期（
１８
年
１２
月
１４
日
）１
７

５
件
・
５
０
３
万
５
１
８

０
㌧
▽
第
２
期
（
同
年
１２

月
２９
日
）
１６
件
・
４３
万
１

５
０
０
㌧
▽
第
３
期
（
１

月
１８
日
）
５
件
・
６
万
４

２
０
㌧
▽
第
４
期
（
２
月

１９
日
）
１
件
・
９
７
２
０

㌧
▽
第
５
期（
４
月
４
日
）

９６
件
・
２
２
５
万
５
９
１

５
㌧

で
、
年
内
の
累

計
は
７
７
９
万
２
７
３
５

㌧
（
前
年
同
期
比
８６
・
４

％
）
と
な
っ
た
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

（
同
３
９
１
５
類
）、雑
品

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
相
当
す
る

廃
五
金
電
器
（
同
７
２
０

４
４
９
０
０
２
０
）、銅
系

（
同
７
４
０
４
０
０
０
０

１
０
）、ア
ル
ミ
系
（
同
７

６
０
２
０
０
０
０
１
０
）

は
い
ま
だ
ゼ
ロ
を
維
持
し

て
い
る
。

中
国
政
府
は
固
形
廃
棄

物
の
輸
入
を
全
面
禁
止

し
、
２０
年
末
前
に
ほ
ぼ
ゼ

ロ
に
す
る
方
針
だ
が
、
古

紙
類
に
関
し
て
は
ラ
イ
セ

ン
ス
を
発
行
し
て
い
る
の

が
実
状
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
販
の
隆
盛
で
物
流

梱
包
資
材
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
一
方
、
米
中
の
貿
易

摩
擦
の
影
響
で
米
国
古
紙

の
輸
入
が
滞
り
、
国
内
の

回
収
率
の
低
さ
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

中
国
政
府
は
環
境
規
制

の
強
化
を
進
め
て
お
り
、

固
形
廃
棄
物
は
貿
易
に
加

え
て
、
国
内
で
の
監
督
管

理
の
強
化
を
進
め
つ
つ
あ

る
。
中
国
全
国
人
民
代
表

大
会
（
全
人
代
）
の
立
法

計
画
に
よ
れ
ば
、
固
形
廃

棄
物
環
境
汚
染
防
止
法
の

改
定
や
、
資
源
総
合
利
用

法
の
制
定
を
予
定
。
固
形

廃
棄
物
の
取
り
締
ま
り
通

達
も
出
し
て
お
り
、
▽
固

形
廃
棄
物

の
大
規
模

調
査
▽
不

法
移
転
の

取
り
締
ま

り
厳
格
化

▽
企
業
と

地
方
政
府

の
監
督
・

責
任
追
及

を
強
化
▽

監
督
管
理

恒
久
メ
カ

ニ
ズ
ム
の

構
築

に
取
り
組

み
、
中
国

国
内
で
の
資
源
確
保
を
強

力
に
進
め
て
い
く
と
い

う
。ま

た
、
刑
法
に
「
固
形

廃
棄
物
罪
」（
輸
入
し
た
廃

棄
物
の
不
法
処
分
、
無
断

で
の
廃
棄
物
輸
入
、
廃
棄

物
密
輸
に
適
応
）
も
規
定

す
る
な
ど
、
中
国
政
府
に

よ
る
規
制
の
動
き
は
性
急

か
つ
強
力
な
も
の
だ
。
古

紙
に
関
し
て
も
、
や
が
て

は
中
国
の
自
給
率
は
上
が

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

一
時
的
に
東
南
ア
ジ
ア

へ
流
れ
る
動
き
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
廃
棄
物
の
貿

易
規
制
は
広
が
る
の
は
確

実
。
こ
れ
ま
で
中
国
ル
ー

ト
に
頼
っ
て
い
た
固
形
廃

棄
物
を
、
日
本
の
国
内
循

環
に
い
か
に
組
み
入
れ
て

い
く
か
、
ト
ラ
イ
ア
ル
が

続
く
。

中
国
ラ
イ
セ
ン
ス
動
向

古紙のみ許可を発行
トベ商事・NCT化学・白井エコ
センターなどによるケニアでの
PETボトルリサイクル案件化調
査のキックオフミーティング

廃プラ・雑品はゼロ維持

金
属
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
中
心
に
総
合
リ
サ
イ
ク

ル
を
手
掛
け
る
ア
ビ
ヅ

（
名
古
屋
市
、
瀬
田
大
社

長
、

０
５
２
・
６
１
９

・
６
６
０
０
）
は
４
月
２３

日
、
リ
ー
ス
大
手
の
三
井

住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ

ー
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
）、同
子

会
社
の
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
共
同

で
、
設
備
・
プ
ラ
ン
ト
処

分
元
請
事
業
へ
の
参
入
を

発
表
し
た
。
合
弁
で
新
会

社
を
設
立
し
て
、
産
業
設

備
の
適
正
な
３
Ｒ
に
貢

献
。
５
月
か
ら
の
事
業
開

始
を
予
定
す
る
。

同
社
と
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら

い
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
出
資

し
、
新
会
社
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
」
を
設
立
す
る
。
資
本

金
は
１
億
円
、
出
資
比
率

は
ア
ビ
ヅ
５１
％
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ

Ｌ
み
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

４９
％
で
、
社
長
に
は
ア
ビ

ヅ
事
業
本
部
上
席
部
長
の

佐
野
拓
也
氏
が
就
任
す

る
。
新
会
社
は
全
国
展
開

す
る
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
の
営
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

設
備
・
プ
ラ
ン
ト
処
分
の

元
請
業
務
を
行
い
、
Ｓ
Ｍ

Ｆ
Ｌ
の
リ
ー
ス
期
間
満
了

物
件
や
、
顧
客
の
不
要
な

設
備
を
対
象
に
、
再
使
用

可
能
な
も
の
は
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ

が
中
古
売
買
な
ど
に
活

用
。
再
使
用
で
き
な
い
も

の
は
新
会
社
が
買
い
取
り

も
し
く
は
引
き
取
り
を
し

て
、
同
社
の
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
を
活
用
し
、
金
属
ス

ク
ラ
ッ
プ
や
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
再
資
源
化
、
適
正

な
最
終
処
分
事
業
者
へ
の

引
き
渡
し
を
行
う
。

今
回
の
取
り
組
み
で
、

不
要
設
備
の
再
販
や
再
資

源
化
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
工
場
設

備
・
施
設
の
解
体
工
事
も

含
め
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
処

理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
こ

れ
ま
で
ア
ビ
ヅ
と
し
て
培

っ
て
き
た
解
体
撤
去
工
事

の
技
術
と
再
資
源
化
・
資

源
販
売
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
全
国
で
発
生

す
る
不
要
設
備
の
安
全
か

つ
低
コ
ス
ト
で
の
処
理
を

実
現
す
る
。

合
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ

の
リ
ー
ス
会
社
と
し
て
の

知
見
も
活
用
し
、
設
備
更

新
時
の
環
境
配
慮
型
設
備

へ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
通
し

て
、
新
規
導
入
の
サ
ポ
ー

ト
も
行
う
。
ト
ー
タ
ル
で

低
環
境
負
荷
と
資
源
循
環

に
貢
献
し
て
い
く
考
え

だ
。

設
備
処
分
元
請
で
新
会
社

ア
ビ
ヅ
な
ど

新会社ロゴマーク リ
ー
ス
大
手
と
合
弁

神
奈
川
保
健
事
業
社

（
横
浜
市
、
西
之
宮
優
社

長
、

０
４
５
・
７
７
２

・
１
４
３
１
）
と
環
境
管

理
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
、

大
野
徹
社
長
、

０
４
５

・
４
３
３
・
４
７
４
１
）

は
４
月
１７
・
１８
日
、
神
奈

川
県
庁
舎
で
緑
地
保
全
を

目
的
と
し
た
「
か
な
が
わ

ト
ラ
ス
ト
み
ど
り
基
金
」

へ
の
寄
付
に
対
す
る
感
謝

状
を
浅
羽
義
里
副
知
事
か

ら
受
け
取
っ
た
。

浅
羽
副
知
事
は
約
２０
年

に
わ
た
る
寄
付
に
対
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
。
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
後
に
は
浅
羽
副
知
事
、

西
之
宮
社
長
、
大
野
社
長

が
２
者
間
で
そ
れ
ぞ
れ
意

見
交
換
を
行
い
、
産
業
廃

棄
物
処
理
業
界
や
会
社
で

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

「
か
な
が
わ
ト
ラ
ス
ト

み
ど
り
基
金
」
は
、
神
奈

川
県
内
の
自
然
・
歴
史
的

環
境
を
保
全
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で

に
保
全
さ
れ
た
緑
地
の
総

面
積
は
８
５
３
・
９
４
㌶

（
２
０
１
８
年
３
月
３１
日

時
点
）
に
上
っ
て
い
る
。

神
奈
川
保
健
事
業
社
は

１
９
５
６
年
に
創
業
し
、

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬

事
業
と
産
業
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
・
処
理
事
業
等
を

手
が
け
て
い
る
。
基
金
へ

の
寄
付
は
２
０
０
０
年
か

ら
毎
年
継
続
（
２０
回
目
）

し
て
い
て
、
累
計
額
は
６

７
０
万
円
に
達
し
て
い

る
。環

境
管
理
セ
ン
タ
ー

は
、
１
９
７
５
年
に
創
業

し
、
産
業
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
・
処
理
事
業
等
を
手

が
け
て
い
る
。
基
金
へ
の

寄
付
は
２
０
０
０
年
か
ら

で
、
今
回
が
１９
回
目
に
な

り
、
累
計
額
は
５
９
０
万

円
に
達
し
て
い
る
。

神
奈
川
保
健
事
業
社
／
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

緑
地
保
全
の
た
め
に
寄
付

副
知
事
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る

感謝状を受け取る西之宮社長（中央）

感謝状を受け取る大野社長（右）

処
理
業
界
の

経
営
者
の
方
か

ら
「
俺
が
俺
が

の
我
を
捨
て
て

お
陰
お
陰
の
下

で
生
き
る
」
と

い
う
言
葉
を
教

わ
っ
た
。
ど
の

よ
う
な
業
績
も
お
か
げ
さ

ま
で
あ
り
、
自
分
だ
け
で

成
せ
る
も
の
で
は
な
い
、

そ
の
自
覚
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
▼
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
氏
に
つ
い
て
、

先
日
四
度
目
の
起
訴
が
な

さ
れ
た
。
徹
底
し
た
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
の
一
方
で
、莫
大

な
会
社
の
資
金
を
私
的
に

流
用
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
苦

労
人
で
あ
る
は
ず
の
氏
も

業
績
に
自
惚
れ
、
お
か
げ

さ
ま
を
忘
れ
、
自
分
は
何

を
や
っ
て
も
い
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
▼
東
京
大
学
の
入

学
式
で
、
女
性
学
の
泰
斗

と
し
て
知
ら
れ
る
上
野
千

鶴
子
名
誉
教
授
が
読
ん
だ

祝
辞
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
自
分
の
努
力
に
よ
り

入
学
で
き
た
、
そ
う
思
う

だ
ろ
う
新
入
生
た
ち
に
向

か
い
「
が
ん
ば
っ
た
ら
報

わ
れ
る
と
あ
な
た
が
た
が

思
え
る
こ
と
そ
の
も
の
が
、

あ
な
た
が
た
の
努
力
の
成

果
で
は
な
く
、
環
境
の
お

か
げ
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」な
ど
と
述
べ
、さ
ら
に

「
恵
ま
れ
た
環
境
と
恵
ま

れ
た
能
力
と
を
、
恵
ま
れ

な
い
ひ
と
び
と
を
貶
め
る

た
め
に
で
は
な
く
、
そ
う

い
う
ひ
と
び
と
を
助
け
る

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
諭
し
た
。
聞
い
て
い
ま

す
か
、ゴ
ー
ン
さ
ん
。（
徳
）

トベ商事／NCT化学／白井エコセンターなど

（第３種郵便物承認）
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話
題

週
刊
循
環
経
済
新
聞

五
月
六
日
　
一
面
に
掲
載


